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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

55 - 同志社大学 
  

   生物学的ヒューマニズムの世界観として、国家社会主義は、自然法則に

よって決定される生命の現実から出発し、したがって、人間を共同体の存

在として論理的に定義している。共同体、とりわけ自分の民族の共同体

（「フォルクスゲマインシャフト」を参照）だけが、人間を人間たらし

め、その人生に意味と価値を与え、種としての生存とより高い発展を可能

にするのである。したがって、共同体という考え方は、国家社会主義の中

心的な核心である。 

しかし、人間は自由意志を持つ唯一の生命体であり、したがって、たとえ

退廃の代償を払っても、少なくとも一時的には生命の生物学的法則に逆

らって生きることができるので、人間の共同体は永久に存在するために、

意識的かつ恒常的に結束する意志を必要とします。忠誠心なくして共同体

はありえない。しかし、この意志を呼び覚まし、強化するような互いの関

係も必要なのです。 
  

仲間意識は、親睦を深めるための大前提です 

  

   これは、すべての人間共同体にあてはまるが、とりわけ、アーリア人種

の諸民族の意志の担い手として（アーリア人参照）、種と自然に即した発

展、自由と新秩序への道を闘う歴史的任務を引き受けた人々、すなわち国
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家社会主義世界運動とその各国党（国家社会主義ドイツ労働者党参照）に

は、当然、あてはまるのである。そして、党内では、とりわけ、その政治

的兵士の生活と組織形態は、同志愛を必要とする（SoldatentumとSturm-

Abteilungを参照されたい）。それは、何よりも闘争の時代における迫害の

圧力に耐え、それを克服しなければならないからである。それゆえ、「同

志であれ！」という戒めがある。「同志であれ！」という戒めは、信仰、

戦い、規律、忠誠の要求に続いて、政治犯兵士の生活態度における第五の

戒めを形成している。 

   党の強さとその不滅の思想共同体は、思想と党に対する国家社会主義者

の忠誠と、互いの同志愛に根ざしている。だからこそ、裏切りに次いで、

同志愛の欠如は、党に対する最悪の犯罪なのである! 

   同志愛は、友情ではなく、個人的な同情に基づくものではなく、同じ目

標を達成しようとする共通の意志に基づくものである。国家社会主義者が

同志を助け、必要ならば自らの生命を賭して彼を支持し、弁護するのは、

相手が個人的に同情的だからではなく、両者が同じ目標のために戦ってい

るからなのです。個人的な感情が、党とSAの内部構造と対外的な影響力

に負担をかけたり、脅かしたりすることは、決して許されることではあり

ません。したがって、同志愛の義務は、いかなる個人的な愛情や嫌悪感よ

りも高い位置にある。同じ信念を共有し、そのために最善を尽くして共に

戦う者は誰でも同志であり、したがって、国家社会主義者の共同体の中

で、家、理解、助け、保護を受ける権利と同じだけ、同志愛を実践する義

務を順番に持っているのである。 
  

国家社会主義者 - 同志であれ! 

  

56 - ファイト 
  

   生物学的ヒューマニズムの世界観として、国家社会主義は、自然法則に

よって決定される生命の現実から出発する。これらの生命の生物学的法則

のうち、遺伝と分化のほかに最も重要なものは、闘争である。この生存の

ための闘争は、生殖を強化し、それによって最も生存力のある生命体の生

存をもたらし、生殖を制限し、それによって生存力のない生命体を徐々に

消滅させ、生活に不適当で劣った生命体を絶滅させるが、これは、自然の
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基本的貴族主義、選択と最高のものの育成に対応するものである。した

がって、戦いは万物の父であり、種の保存と種の発展の動く原理である。 

   しかし、人間は、唯一知られている生命の形態として、自由意志をも

ち、したがって、退廃の代償として、一時的に、自然の生物学的法則に反

して、共同体のように個人として生きることができるので、生存と発展を
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望む民族は、種と自然に従って生き、生命の基本原理としての闘争を認

め、人生に対して闘う姿勢を見出すために、意識的意志を結集させなけれ

ばならないのである。国家社会主義は、この意志をアーリア人種の人々の

中に呼び覚まし、維持する（アーリア人を参照）。新秩序の完全な実現ま

で、国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）は、人民の意志の

担い手として活動する。 

   国家社会主義の闘争へのコミットメント、人生の重要な原理としての闘

争への意志は、大量破壊手段の時代にはマイナス選択に堕した戦争の賛美

を意味しない。むしろ、このコミットメントと意志は、二つの根本的な政

治的要求において実現される。コミュニティーの思考とエリート教育であ

る。 

   人間は何よりもまず共同体的存在であるから、民族と国家の生存を保証

するのは、英雄的な個人の戦士だけでなく、この生存のための闘いを効果

的かつ成功裏に行うために、戦う共同体に統合されなければならないので

ある。 

   しかし、これらの共同体をその種類と性質に応じて形成するためには、

共同体生活において、戦闘的エリートの絶えざる内的選択と総統原理によ

るその分割が必要である。共同体の理念とエリートの形成が一体となっ

て、国家社会主義政党、国家社会主義国家、そして最終的には、生存のた

めの闘争を首尾よく乗り切る、誇りと自由のある国家の創造を可能にする

（「誇りと自由」も参照）。 

   権力奪取の前に、国家社会主義党の闘いは、何よりもまず、革命のため

の闘いである。その倫理的（倫理を参照）な具体化は、党内における政治

的兵士の生活態度である。したがって、信仰と規律の要求に次いで、「戦

え！」という戒めが、政治的兵士の第三の戒めである。 
  

戦いは政治的兵士の命！？ 

  

   組織的には、この戦闘的な生活態度は、党のシュトルム・アブテイルン

グに具現化されている。 
  

57 - 資本主義 
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   資本主義は、西洋型民主主義の経済秩序であり、人間の最も卑しい本能

であるエゴイズム、ねたみ、所有欲に絶えず訴えかけることに基づいてい

る。自由主義のイデオロギーと結合して、自由資本主義の生活と経済秩序

となり、その唯物論と価値相対主義によって、アーリア人種の退廃の動機

となる（「アーリア人」を参照）。国家的には、このマイナス世界の支配

体制は、議会主義にその表象を見出す。 

   マルクス主義の主張とは逆に、資本主義経済システムの特徴であり、そ

の搾取的で反労働的な性格の原因であるのは、生産手段の私有ではない。

むしろ、資本主義は、貨幣と貨幣の所有がすべての活動の中心にある経済

システムであり、そこでは貨幣が「働き、利子を強制する（利息束縛を参

照）」という逆原則が適用されている。これは最終的に、十分なお金を

持っている人は、これを自分のために「働かせる」ことができ、自分で働

く必要がないという事実につながる。しかし、現実には常に人間だけが働

き、資本は働かないので、資本主義とは、資本家による、資本を持たな

い、あるいはほとんど持たない人々の労働力の搾取を意味するのである。 

   利子への束縛を伴う資本主義によるこの国内搾取は、国家間の国際的規

模で繰り返される。世界高等金融は、資本の集団所有者として、実際、資

本の創造者として、ここに登場する。利子の隷属のクライマックスは、ほ

とんど全ての国家の通貨制度と、全体としての世界の通貨制度に対する、

小さな資本家一派の力である。こうして、この世界のほとんどの国家の主

権は、幻想となる。世界大金融の経済的搾取の利益の背後には、その道具

であるシオニズムによる世界支配のための努力の他に、隠されている。 

   資本主義とその利子への束縛に対して、国家社会主義は、すべての経済

活動の中心に、資本ではなく労働を置く、ヴォルキッシュ社会主義を打ち

立てた。人間は経済のためにあるのではなく、経済は資本のためにあるの

でもなく、資本は経済に、経済は人間に仕えるべきだというのだ。この社

会主義の経済形態は、コーポラティヴィズムである。こうして、国家社会

主義は、資本主義を克服し、労働者運動の目標である反資本主義、自由と

正義の社会主義的秩序を実現する。 
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウ

クの小冊子「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  

34. 
  

   私はロングアイランド鉄道の駅のホームに、あなたのNSDAP/AO卍のス

テッカーを一枚貼った。そして何気なく立ち去り、ニューヨークからの

通勤客を乗せた次のラッシュアワーの列車を待ちました。帰宅を急ぐ

人々の群れがそのそばを通り過ぎると、その後、中年の男性が近づいて

きて、微笑みながらそれをはがしてポケットに入れました。 

   後日、『The New Order』に、ニューヨークのヒックスビルから来た男

性が、鉄道の駅であなたのステッカーを見て、資料請求をしてきたと書

いてあったのを読んで、私は嬉しくなりました 
  

35. 
  

   湾岸戦争のとき、ペンシルベニアのトークショーで聞いた話だ

が......。 

   ラジオ番組の司会者バリー・ファイン"はい、戦争について何かコメン

トは？" 

   電話：「この問題は、実はナチス・ドイツから始まっていると思うので

すが......。    

   快諾、ファイン。"サダム・フセインはヒトラーの一人だ！" 

   電話："それはちょっと...... "と思った。 

   フェイン"進め！進め！" 

   電話：「ヒトラーが電子レンジを持ってさえいれば、中東でトラブルが

起こることはなかったように思うのですが...。 

   フェイン"アーッ!病気なんでしょ!私の番組に嫌われ者は許さない!次の

電話だ！" 
  

36. 
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   昨年1月、ある黒人社員がオフィスを回り、私たち白人を追い込もうと

していた。彼は、そこにいた国家社会主義者に、"今年のキング牧師の誕

生日はどのように祝うのですか？"と尋ねました。 

   "ああ、我が家の伝統的なやり方なんだろうな" 

   "それは何ですか？"と驚いたジグが聞いた。 

   「そうだな、毎年1月15日（th ）にはバルコニーに出てチョコレートケー

キを食べるんだ」と同志は答えた。 
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